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『地域で支える高齢社会
～安心して暮らしていくために～土

を開催しました

d

－L

20112年11月17日、表記のシンポジウムが開催されました。

このシンポは、大阪市南西部きづがわ地域で、医療生協や地域の民

主団体、法律事務所等が集い、高齢者・陣がい者が地域で安心して

暮ら世るようにネットワークを作りたい思いで、実行委員会を結成
し準備してきたものです。

制度や枠を越えたつながりが大切

講師小川栄二
'一~.-~一一一..~~－－－ー.一ー.~~.~~.一一一~~-..一--

｜プロフィール
I立命館大学産業社会学部現代社会学科教授

|研究概要:高齢者在宅ｹｱにおける社会福祉方法講
|霊鰯蕊墓溌繍蝋鰹驚9
1著書:｢在宅支援の困蒙事例と対人援助技法一場面
I再現記録法によるホームヘルプ実践の理鐘化に向
｜けて」他多数。

第一部は畷立命館大学産業社会学部現代社会学科の小川栄二教授による

講演「地域における高齢者等の孤立と新たな住民の役割」でしたb小Jll教授は、23年間、東京でケースワー

カーとして活躍された経験から、まず、高齢者の「衣食住」から見る生活悪化の具体例が紹介されました。
F

そして、「閉じこもり」や援助の「拒否」事実が目立っていること、最近の教授の調査を踏まえて、援助の繁

急性の高い事実や孤独死事例に関しては､‐そもそも福祉サービスから排除されている割合が高いことを指摘

されました。サービスがわからない、どこに相談したらいいかわからない、病状がわからない、といった情

報からの疎外を克服するためには、制度の枠を越えて、専門家や地域住民が自主性を発揮してつながってい

くことが大切で、今回のシンポはその意味で意義深いこととされました。

高齢者・障がい者のための安心して地域で暮らしつづけるために

冒嗣躯 閏匪湘設をおこなっています
〆 、

(受付専用ダイヤルI

06-6633-フG24
受付時間：月～金午前9時30分から午後5時まで

グ
ー、

↓
受付後、翌日までに、

弁護士からお電話いたします。

(相談時間:およそ30分まで｡相談料は無料です｡、

(どなだからでもお気軽にご岨談下さいき
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休憩・タオル体操
第二部
パネルディスカッション ～地域力でつ癖かろう～

松田美由紀（港生活と健康を守る会事務局長）

港生活と健康を守る会は、国保・介護保険の減免や生活保護の申請などの活動をしています。年に

何回もビラ配布をしているので、そのビラをみた人からの相談も多いのです。最近はワンルームマ

ンションも多く、町会に入っていないため回覧板も届かず、様々な情報が入らない人が多くなって

います。会員さんには、新聞を届ける時に安否確認をしたり、会員自身も近所に目を配るようにし

ています。

F－

ー

山
住
に
や

野理加（南大阪医鱈生協看護師）

吉区は、高齢者率が24％です。以前、地域在住の独居高齢者に認知症状が出て、ボヤ騒ぎや頻繁
一一

察を呼ぶなど地域内で問題となりましたが、逆に他人ごとではないと、地域の方々が、声かけ

否確認をしてくれるようになりました。医療機関だけで24時間の見守りは無理ですので、こ

ういう地域の見守りがとても大切だと思います｡医療生協でも在宅生活を支えていくため、災害時

I、

ように思います。介護

師と介護者が手をつな

話の場になってよかっ

ご一’

山田英樹（大阪きづがわ医療福祉生協ケアマネージャー）

西成区は大阪南西地域の中でもとりわけ高齢者の割合が高い地域です。高齢者がひとりぼっちにな

らないようモーニング班会などいろいろな取り組みをしています。ケアマネージャーとしてケアブ

ランをたてるのは紙の上の流れ作業のようになりがちなので、できるだけ地域の在宅の人をまわっ

て、その人をよく見ていかないとダメだと思っています。

壷

室田和子（きづがわ共同法律事務所弁護士）

高齢者の消費者被害や経済的虐待事案など、高齢社会の中で弁護士としても高齢者・障がい者の法

律相談に直面する場面が増えています。判断能力や介護者らに対する負い目など様々な要因はあり

ますが、高齢者・障がい者自身が早期に声を上げることは困難な側面があります。よって、弁護士

としては、より法的アクセスが容易になるようなシステムを広めていくと共に、周囲の連携によっ

て早期に被害を把握し、必要な法的手当を図っていく必要があると考えています。

北添員和（大阪やすらぎ支援の会専務理事）

｢終活」が静かなブームになっています。自分らしく生き、自分らしい締めくくりを希望する人が増

えていて、そのお手伝いをしています。最近は、全体としては直葬が増えていますが、やはりきち

んと故人を見送ってあげることが大切なのではないかと思います。孤独者の方の葬儀を医療生協の

職員の人がされているのは素晴らしい活動だと思いました。葬儀を考えることは、どう生きていく

かを考えることなので、この機会|こぜひ真剣|こ考えてみてください。
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友の会新春のつど'い
■とき

2013年2月1日（金）午後5時半受付
■ところ

道頓堀ホテル 1

■会費

6000円､,弓D■内容

総会・懇親会
恒例の福引もあります。

－

9．24裁判員裁判を考え尋
岩田弁溌士

'’1'､'5相続と遺言~老後の安心のために~鈴木昇悪玉 きづが

今後の

きづがわ塾｡.｡｡｡｡……j{矛彰参｡｡蕊｡｡。

鰯掲溌
r̂ v三.型2塁ノー一一一一一一一一‐

12月M日(木)午後6時～明14日(尖)午後6時~
p驚雪窒鴛｜働き方を考溺ルー労働法の基礎一［

鋼師弁謹士坂田宗彦I

働き方を考える
－労働法の基礎一交通事故のABこ

<お申込み。お問い合わせ＞は同封のビラをご覧ください
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大阪きづがわ医療福祉生協専務理事
おくあきら

奥章さんに聞きま
インタビュアー：坂田弁謹士

■大阪きづがわ医療福祉生協が誕生しました。誕生のいきさつはどんなことでしたか。

大阪きづがわ地域では、1970年に、安心してかかれる自分たちの診療所として地域住民の手によって西

成民主診療所（1975年に生協法人）が建設され、その後1975年に、大正民主診療所、港生協診療所が発

足しました。3診療所は在宅医療や健康作りを中心にした事業を展開してきましたが、介護保険実施前後から、

地域住民の生活そのものを援助し、地域に住み続けることを応援することを目標として活動の幅を拡げてきま

した。

そして、2012年4月1日をもって、港医療生協、大正医療生協、西成医療生協の

3法人が合併し、大阪きづがわ医療福祉生協が誕生しました。6行政区・50万市民壱

対象に、医療・福祉に従事する人材を確保・育成し、「健康で安心なまちづくり」をめ

ざしていきます。

健康で安心な

■「生協」というと物品購入を想像しますが医療福祉生協とはなんでしょうか。

医療や福祉事業を中心に行う生協です。診療所や介護事業など幅広い事業を展開L

ています。大阪きづがわ医療福祉生協でもデイケアや訪問介護サービスにとどまらず‐

高齢者住宅、行政の委託も受けている配食事業所、0才からの病児を預かる病児保言

室（西成民主診療所）などを運営しています。ちなみに西成民主診療所のスローガンは

「0才から100才までみんなが安心診療所」です．
－~－I｢－〃癌”"b■竃■廿浬幽騨⑤

｢0才から
－■●■一ら韓＝一L。eーー~一一ｺー－

■医療福祉生協の組合員になって、どんないいことがありますか。

医療福祉生協では、八イキングや観光など四季を通じた様々な催しが

地域の支部単位でも行われており、食事会やモーニング班会など組合員

の交流の場がたくさん用意されています。つい最近も、組合員の方から、

｢老後は寂しい生活になると諦めていたところ、憩いの場が出来、穏や

かな日を送れています」という感謝の手紙を頂きました。こうした人と

人との「きずな」を作ることが出来る場なのです。

い．錘索薫’零

鐘篭
凸。qb一p争討､Pq

|竪琴…間■；連i登墨哩‘

■きづがわ共同法律事務所では、高齢者・障がい者のための無料電話相談、出張相談を始めました。
医療福祉生協から事務所へご要望がありましたらお聞かせ下さい。

医療福祉生協でも、「無料及び低額診療事業」を始めることとし、先の総代会で定款を－部変更しました。

お金がなくて医療にかかれない事態を招かないようにするためです。高齢社会・格差社会で地域での高齢化や

貧困が進んでいます。医療や介護の現場と法律事務所が互いに連絡を取りつつ連携して問題の解決をめざした

いと思います。

【

● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●●●●ー

【~言うがわ友の会に塞珊一、＝ W － ← ， ノ 贈 云

市民と司法の橋渡しとして、学習や

その他バラエティに富む企画でお待ち

●年会費1000円(個人)を郵便振替用紙で払込送金して

ください｡この用紙が入会申込書を兼ねます(入会から

平成25年末までの会費となります)。団体･法人会費は

一口5000円です。

●入会された方に､会員カードをお送りします。

●次年度以降の会費支払いは､毎年振替用紙を送付します。

暑……

友の会

叩"､̂ooooo聡期鍵亀‘
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一
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一
一
蕊
一
議
一

士
会
・
日
弁
連
・
他
の
あ
ら
ゆ
る
法
律
家
団
体
が
、
憲
法
で
保

障
さ
れ
た
思
想
の
自
由
、
表
現
の
自
由
、
組
合
活
動
の
自
由
等
を
侵
害
す
る
も
の
だ
！
と
声
明

を
発
表
し
、
大
阪
府
労
働
委
員
会
で
さ
え
異
例
の
中
止
勧
告
を
し
た
ほ
ど
、
憲
法
の
遵
守
を
求

め
ら
れ
る
市
役
所
と
し
て
あ
り
得
な
い
人
権
侵
害
で
す
。
七
月
に
、
大
阪
市
職
員
五
五
名
が
、

こ
の
「
思
想
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
」
に
対
し
て
国
家
賠
償
請
求
訴
訟
を
起
こ
し
、
全
国
か
ら
の
一

○
○
名
を
超
え
る
弁
護
団
と
と
も
に
闘
っ
て
い
ま
す
。

ク
ビ
に
な
り
家
族
が
路
頭
に
迷
う
恐
怖
を
感
じ

な
が
ら
も
、
自
分
の
思
想
良
心
を
踏
み
に
じ
ら
れ

た
く
な
い
、
生
き
方
と
し
て
の
労
働
組
合
活
動
を

ー仏エ盆戸

10頁にわたる思想調査アンケート

否
定
さ
れ
た
く
な
し

と
い
う
原
告
ら
の
想

い
を
、
当
事
務
所
の

増
田
尚
弁
護
士
と
私

も
弁
護
団
員
と
し
て
、

代
弁
し
よ
う
と
が
ん

ば
っ
て
お
り
ま
す
。

弁
護
士
宮
本
亜
紀

昨
年
二
月
に
、
橋
下
徹
大
阪
市
長
が
大
阪
市
全
職
員
に
対
し

て
、
「
街
頭
演
説
を
聞
く
な
ど
特
定
の
政
治
家
を
応
援
す
る
活

動
に
参
加
し
た
か
」
「
い
つ
ど
こ
で
誰
に
誘
わ
れ
た
か
」
「
労
働

組
合
に
加
入
し
て
い
る
か
」
な
ど
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
、
記
名
式

で
「
業
務
命
令
で
あ
り
、
正
確
な
回
答
で
な
け
れ
ば
処
分
が
あ

り
得
る
」
と
ま
で
書
い
て
実
施
し
ま
し
た
。
す
ぐ
に
大
阪
弁
護

選
挙
活
動
記
名
調
査

大
阪
市
は
加
日
か
ら
、
す
べ

て
の
市
鞭
鍾
を
対
象
に
、
市
長

趣
な
ど
の
避
挙
活
動
に
関
与
し

た
か
に
つ
い
て
、
記
名
式
の
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
》
弓
漉
下

遮
、
長
は
９
日
、
、
戴
務
命
令
で

ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
を
義
務

づ
け
、
拒
ん
だ
職
員
の
処
分
も

検
討
す
る
と
表
明
し
た
。
地
方

公
務
員
の
政
治
活
動
は
地
方
公

訪
員
法
や
公
眼
避
挙
法
で
規
制

さ
れ
て
い
る
が
、
強
制
的
に
政

治
関
与
の
有
隷
を
問
う
調
査
は

波
紋
を
広
げ
差
つ
だ
。

議
員
対
象
の
ア
ン
ケ
ィ
膿
で

ば
、
ビ
ラ
淫
売
と
い
っ
た
遷
挙

活
動
に
ま
わ
っ
た
か
を
賓
問
。

橋
下
氏
は
、
職
員
が
不
適
切
な

行
為
を
串
告
し
た
場
合
も
処
分

を
帳
減
す
る
と
し
、
実
態
解
明

を
慶
一
空
２
つ
姿
勢
を
示
し
た
。

「
拒
否
す
る
職
員
・
処
分
も
」

調
査
に
先
立
づ
て
市
は
９

日
、
『
行
賦
と
政
治
の
分
離
に

つ
い
て
」
と
題
し
た
見
解
を
発

表
勺
昨
年
ｎ
月
の
市
畏
避
に
際

し
、
市
の
広
報
誌
な
ど
で
「
（
鵬

下
氏
が
掲
げ
る
）
都
栂
想
に
反

一
対
す
る
立
場
か
ら
楠
報
発
信
し

一
て
い
た
」
と
露
め
た
。

’
１
１
撫
示
髭
は
全
県
毎
い
や
流
職
鍾

幽
蝿
篭
鯛
腿
諭

明
。
遜
挙
前
の
広
報
鰭
に
は
現

戦
市
長
の
写
真
な
ど
菱
掲
載
し

な
い
と
い
っ
た
ル
ー
ル
を
盛
り

込
む
方
針
を
示
し
、
「
現
職
首

長
の
遷
挙
で
役
所
を
挙
げ
て
応

豪
す
る
の
徳
全
国
ど
こ
蚕
も
同

じ
。
大
阪
郷
ル
ー
ル
を
作
り
、

同
鯛
す
る
自
治
体
が
出
れ
ば
い

い
」
と
述
べ
た
。
。

．
（
坪
傘
由
鯵
毒

朝日新聞

は
、
早
々
に
家
庭
裁
判
所
に
調

判
の
申
立
を
す
る
こ
と
を
お
す

ま
す
。
家
庭
裁
判
所
の
実
務
上

扱
い
と
し
て
、
申
立
が
な
さ
れ

か
ら
の
養
育
費
の
増
減
額
を
判

傾
向
が
あ
る
か
ら
で
す
。

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
（
》

離
婚
の
際
の
未
成
年
の
子
ど
も
の
養
育
費
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
当
事

者
で
協
議
を
し
、
協
議
が
ま
と
ま
れ
ば
そ
の
内
容
を
文
章
に
し
署
名
・

押
印
を
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
公
正
証
書
を
作
成
し
て
お
け
ば

未
払
の
場
合
の
強
制
執
行
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
養
育
言
の
「
相

場
」
に
つ
い
て
は
、
裁
判
官
が
作
成
し
た
算
定
表
が
家
庭
裁
判
所
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

離
婚
時
に
養
育
費
の
取
り
決
め
を
し
て
い
な
か
っ
た
場
合
で
も
養
育

費
の
請
求
は
可
能
で
す
し
、
い
っ
た
ん
決
め
た
養
育
費
の
増
額
や
減
額

も
正
当
な
理
由
が
あ
れ
ば
可
能
で
す
。
な
お
合
意
が
出
来
な
い
場
合
に

言’
て/

(~､弁
護
士
坂
田
宗
彦

民
法
の
改
正
に
よ
っ
て
、
協
議
離
婚
に

あ
た
っ
て
は
親
子
の
面
会
や
交
流
、
養
育

費
の
負
担
に
つ
い
て
、
子
ど
も
の
利
益
を

最
大
限
尊
重
す
べ
き
こ
と
が
法
律
に
明
記

さ
れ
、
役
所
へ
の
離
婚
届
の
提
出
に
あ
た

っ
て
も
、
親
子
の
面
会
方
法
や
養
育
費
の

約
束
に
つ
い
て
の
チ
エ
ッ
ク
欄
が
設
け
ら

、
．

、

、
１
口

---一・一~~~~ー一----－
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◆続々和解できています◆

◆原告団で「恒久対策」活動を始めました◆

B型肝炎訴訟は、国との基本合意にもとづいて資料を提出し、和解が続々

成立しています。必要な資料の収集がちょっと手間ですので提訴までに時

間がかかったり、資料を提出してから国からの回答があるまでに5ケ月以

上待たされたりしていますが、概ね提訴から1年以内に解決できるめどが

たってきました。

灘成喜*幾膳嘉蝋蕊鯛です
ロ
唖
肝
炎
訴
訟
２
基
本
合
意
」
が

Ｉ

雪
ナ
ど
ら
が
側
や
か
に
唐
畏
で
る
よ
う
に
』
わ
が

子
の
酋
康
宅
■
っ
て
異
け
適
せ
に
賎
胸
予
防
幡
胴
で

は
一
本
の
蚊
刷
固
献
便
い
鴎
さ
れ
て
い
ま
し
内
句
圃

は
そ
の
姉
険
綾
宅
鱈
り
な
が
ら
側
も
し
ま
並
ん
で
し

や
町
そ
し
て
、
多
く
の
子
ど
も
た
間
が
佃
頃
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
に
醸
投
ご
ぜ
ら
、
ま
し
に
。
こ
の
寅
任
に
つ

い
て
‐
国
陣
産
式
に
謝
祁
し
。
２
０
１
１
妬
８
月
調

日
‐
散
翻
剰
届
杷
鋪
に
よ
っ
可
靴
茨
す
る
証
印
紅
ど

を
班
め
に
『
遍
率
さ
京
一
が
国
立
し
ま
し
た
Ｕ

成
立
し
ま

漁
豊蕊

ウイルス性肝炎鯉者の敷済を求める

全国B型肝災附訟・大阪弁甑団 蜜一

b■･■ロー■ロー'画･＝函一一ー･ﾛ･＝,･･

|相談窓□’
1＝＝ﾛﾛ..‘．．■.､0-0.ロー■．..､－－‘

…午師勝午後Ⅷ／雫
徳島大阪

引き続き特措法個別相談会

24日（日）

医療講演会、特措法相談会

23日（±）

医療講演会、

2013年2月24日（日）

13時開場13時半～

場所：阿南市商工業復興センター

〒774-0030

徳島県阿南市富岡町今福寺34－4

TEL0884-24-3232

2013年2月23日（±）
時間未定

場所：緑地駅ビル8階の会議室

http://www.kita-kyu.co.jp/eigyou/ry08・htm
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ま今年4屯よるし．＜お願いしま
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●
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ニー

年
一
回
の
や
め
ら
れ
な
い
習
慣

弁
護
士
坂
田
宗
彦

昨
夏
、
一
五
キ
ロ
ほ
ど
の
ザ
ッ
ク
を
背
負
っ
て

飛
騨
の
新
穂
高
温
泉
か
ら
山
に
入
っ
た
。
初
日
の

テ
ン
ト
場
で
あ
る
双
六
小
屋
ま
で
標
高
差
一
五
○

○
メ
ー
ト
ル
を
菩
一
り
切
る
の
に
苦
労
し
た
。
も
う

若
く
は
な
い
の
だ
。
体
の
あ
ち
こ
ち
が
痛
く
な
り

途
中
で
ザ
ッ
ク
を
投
げ
出
し
た
く
な
っ
た
。
そ
れ

で
も
三
○
○
○
メ
ー
ト
ル
近
く
の
稜
線
で
は
、
日

常
で
は
見
え
な
い
も
の
が
見
え
、
聞
こ
え
な
い
音

が
間
こ
え
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
だ
か
ら
や
め
ら

れ
な
い
。

宇
和
島
旅
行
弁
護
士
鈴
木
康
隆
巳
Ⅲ
ｆ
罵
剛
鰯

行
窒
窪
蓬
溌
塑
蕊
窪
川
潅
一
堂
蒼
Ｊ
ｋ

ｌ
プ
に
、
宇
和
島
出
身
の
人
が
数
人
お
り
、
グ
ル
ー
プ
の
他
の
ほ
盲
阿
唾
１
庫
．
．
一

と
ん
ど
の
人
は
、
宇
和
島
に
い
っ
た
こ
と
が
な
い
、
と
い
う
こ
と

か
ら
一
ぁ
旅
行
に
な
っ
た
も
の
で
す
。
松
山
駅
か
ら
特
急
で
蒔
ｆ
‐
ｌ
瓜
１
’
１
１

間
半
、
か
な
り
の
田
舎
で
す
。
ち
ょ
う
ど
秋
祭
り
の
最
中
で
、
町

Ｌ

全
体
が
お
祭
り
気
分
で
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

都
会
か
ら
か
な
り
離
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
土
地
の
風
物
が
多
く
残
っ
て
い
ま
し
た
。
と
く
に

食
べ
物
で
は
「
じ
ゃ
こ
て
ん
」
が
自
慢
で
す
。
静
岡
県
育
ち
の
私
に
は
格
別
う
ま
い
と
も
思
わ
れ
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
宇
和
島
出
身
の
人
に
と
っ
て
は
、
郷
愁
を
さ
そ
う
第
一
の
食
べ
物
の
よ
う
で
し
た
。

2．
巳

安
▼

■

~

hl。
ｰ
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１
可
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ロ
車
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画
〃
ｌ
Ｌ
、
、
〃
〃
、
、
〃
仏
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０
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●●

且

●●

我
か
家
は
年
明
け
早
々
二
子

ど
も
が
生
ま
れ
る
予
定
（
こ

の
ニ
ュ
ー
ス
が
届
く
頃
に
は

生
ま
れ
て
い
る
か
も
）
。
今

年
は
バ
タ
バ
タ
と
慌
た
だ
し

い
一
年
と
な
り
そ
う
で
す
が
、

気
力
・
体
力
を
振
り
絞
り
乗

り
越
え
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

老
猫
逝
き
て
新
た
な
家
族
を
迎
え
る弁

護
士
峯
田
和
子

昨
年
二
月
、
ニ
ハ
年
ほ
ど
を
共
に
し
た
老
猫
が
亡
く
な
っ
た
。
人
間

の
年
齢
で
八
五
歳
く
ら
い
（
？
）
。
何
と
か
臨
終
の
間
際
に
も
間
に
合
っ

て
無
事
見
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
ん
み
り
し
た
気
分
も
束
の
間
、

親
と
し
て
の
楽
し
み
弁
護
士
木
下
和
茂

わ
が
息
子
は
高
二
な
が
ら
複
数
の
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
楽

器
を
弾
い
て
い
る
。
私
に
は
楽
器
の
才
能
は
と
ん
と
な
い
が
、
ど
う

や
ら
母
親
筋
の
遺
伝
ら
し
い
。
家
で
も
熱
心
に
練
習
し
て
い
る
。

●●

●●●

二

一

以
来
我
が
子
の
出
演

す
る
コ
ン
サ
ー
ト
に
夫
婦

で
出
か
け
る
の
が
家
族
行

事
と
な
っ
て
い
る
。
八
月

末
の
定
期
演
奏
会
に
は
田

舎
の
祖
父
母
た
ち
も
呼
び

寄
せ
、
総
出
で
聞
き
に
出

か
け
た
。
子
の
活
躍
す
る

姿
を
見
る
の
は
親
と
し
て

無
上
の
喜
び
で
あ
る
。

●

●
●

●
●
●

●

●
●

●●●●
ぬ

● 邑星

は
何
空

お
前
一

ち
ら

向
き
一

ま
す
。

弁
護
士
古
本
剛
之

寒
く
な
っ
て
く
る
と
、
飼
っ
て
い
る
猫
が
暖
を

求
め
て
膝
の
上
に
乗
っ
て
き
ま
す
。
最
近
は
、
一

才
の
息
子
も
膝
の
上
に
乗
り
た
が
り
、
時
折
、
膝

を
奪
い
合
う
格
好
に
な
り
ま
す
。
二
人
（
一
人
と

一
匹
）
同
時
に
乗
ら
れ
る
時
も
あ
り
、
か
わ
い
い

の
で
す
が
、
身
動
き
が
と
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
時

は
何
か
暖
房
を
つ
け
る
と
、
淡
泊
な
猫
は
「
も
う

お
前
に
用
は
な
い
」
と
ば
か
り
に
そ
可
１
１
１

暖
房
代
わ
り
？

ハ
行
き
も
う
こ
ち
ら
に
は
見
不
惑

も
せ
ず
に
幸
せ
そ
う
に
寝
始
め
昨
年
、
と
う
と
う
四
○
歳
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

境
地
に
は
ま
だ
ま
だ
遠
い
感
が
あ
る
。

格
差
と
貧
困
の
解
消
が
求
め
ら
れ
て
久
し
い

〆
》
曇
の
に
連
帯
し
，
分
か
ち
合
う
の
で
は
な
く
、

r{>〈減
牽一

畷 ●

の
に
・
連
帯
し
、
分
か
ち
合
う

●

対
立
を
煽
り
、
弱
者
を
叩
き
、
一

握
り
の
強
欲
な
連
中
が
さ
ら
に
利

益
を
む
さ
ぼ
る
こ
と
を
可
能
に
す

る
論
ば
か
り
が
声
高
に
ま
か
り
と

お
っ
て
い
る
。
理
不
尽
な
時
代
の

動
き
に
、
心
の
ざ
わ
つ
き
を
抑
え
一

た
だ
、
そ
ん
な
時
代
だ
か
ら
一

そ
め
て
い
る
の
で
は
な
く
、
言
一
（

言
わ
な
け
れ
ば
と
の
思
い
を
強
く
し
て
い
る
。

P

に
・
爪
一
の
ざ
わ
つ
き
を
抑
え
る
間
も
な
い
一

だ
、
そ
ん
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
息
を
ひ

｜
州
扉
逓
涛
詞
霊
謡
蕊
且

。
す
る
力
強
さ
に
励
ま
さ
れ
て
勉
強
を
続
け
ま
し
た
。
現

在
‐
憲
法
を
否
定
す
る
政
治
家
の
動
き
が
活
発
化
し
て

い
ま
す
が
、
弁
護
士
と
し
て
国
民
の
た
め
の
憲
法
の
意

。
味
を
も
っ
と
広
げ
た
い
で
す
。

ａ
●

●
Ｄ
●
●
●
●

前
文
の
崇
高
さ
に
感
動
し
、

憲
法
を
生
か
す
仕
事
が
し

た
い
と
弁
護
士
を
め
ざ
し

ま
し
た
。
司
法
試
験
は
難

関
で
し
た
が
、
戦
争
の
惨

憲
法
を
生
か
す
の
は
私
た
ち

弁
護
士
宮
本
亜
紀

日
本
国
憲
法
の
九
条
や
１
１
■
且

●

●

●

ー

ご

－

膳：
弁
護
士
増
田
尚

と
は
い
え
、
「
不
惑
」
の

●

●

●

●

●

●

’

●
●

一一一一



=一二一=一事務局もよろしくお願いします］】

近
所
で
見
守
り

林
美
寿
子

隣
は
、
七
○
代
後
半
の
女
性
と
独
身
の
息
子
さ
ん
の
世
帯
。
先
日
、

癖
｝
一
唯
一
野
垂
言
一
七
這
這
垂
訣
電
↑
冬
河
室
一
面
良

昭
和
五
○
年
頃
歌
わ
れ
た
「
嵯
峨
野
さ
や
さ
や
」
に
出
て
く
る
直
指

庵
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
来
訪
者
が
読
み
書
き
自
由
に
で
き
る
ノ
ー

ト
「
想
い
出
草
」
が
有
名
で
数
千
冊
と
な
っ
て
い
ま
す
。
派
手
さ
は
あ

り
ま
せ
ん
が
と
て
も
落
ち
着
く
庵
で
す
よ
。

一
》
一
》
一
一
却
可
毎
一
画
一
〃
《
｛
一
窪
》
》
自
暴
哩
号
一
一
国
壱

八
六
才
の
母
は
一
人
暮
ら
し
で
す
が
、
コ
ー
ラ
ス
や
友
人
と
の
交
際

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
私
が
後
期
高
齢
者
と
な
る
二
○
年
後
、
超
高
齢

社
会
の
社
会
保
障
制
度
は
ど
う
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
自
分
た
ち
で

豊
か
な
も
の
に
し
て
い
か
な
く
て
は
、
と
強
く
思
い
ま
す
。

掌
豚
字

子
ど
も
を
育
て
る
濡
田
彩
子

保
育
所
や
私
立
学
校
で
派
遣
の
先
生
や
非
正
規
雇
用
者
が
正
規
職
員

を
う
わ
ま
わ
っ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。
派
遣
の
先
生
は
時
間
単
位
ら

し
い
。
子
ど
も
の
成
長
は
短
時
間
で
築
か
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
子
ど

も
た
ち
に
ど
う
映
っ
て
い
る
の
か
、
子
ど
も
の
成
長
を
見
守
れ
る
よ
う

な
社
会
で
あ
り
た
い
。

風
邪
で
一
一
頁
五
一
寝
込
ん
だ
と
聞
き
心
配
し
て
い
た
ら
二
お
隣
の
女
の

子
が
、
一
週
間
姿
を
見
な
か
っ
た
ら
必
ず
電
話
を
し
て
く
れ
る
。
み
ん

な
が
気
に
か
け
て
く
れ
る
こ
と
が
一
番
う
れ
し
い
。
」
と
の
こ
と
。
今

年
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
理
事
会
役
員
を
す
る
の
で
、
孤
立
し
た
人
が
出

な
い
よ
う
楽
し
い
取
組
み
を
し
た
い
と
思
う
。

江
戸
文
化
体
験
松
浦
俊
介

昨
年
、
東
京
へ
旅
行
に
行
っ
た
際
、
浅
草
で
寄
席
を
見
ま
し
た
。
有

名
な
噺
家
さ
ん
も
そ
う
で
な
い
噺
家
さ
ん
も
、
お
客
さ
ん
か
ら
愛
さ
れ

今
年
も
圭
三
こ
ぐ
お
願
こ
ぎ
た
：
州
三
春
琴
喚
本
雲

ア
ニ
メ
「
宇
宙
兄
弟
」
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
宇
宙
飛
行
士
に
な

り
、
「
月
へ
行
く
」
と
い
う
夢
を
目
前
に
し
た
弟
と
、
宇
宙
飛
行
士
を

め
ざ
す
兄
。
誰
も
が
、
経
済
的
事
情
な
ど
で
諦
め
る
こ
と
な
く
‐
希
望

す
る
職
を
目
指
せ
る
、
そ
ん
な
社
会
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

｛
や
〉
〈
一
計
諺
一
一
ロ
ー
』
一
一
壷
一
望
一
認
〉
一
一
口
言
。
｜
・
一
口
・
」
一
↑
二
菩
呈
一

一
一
申
一
一
■
一
抵
一
■
一
一
一
》
一
一
一
畢
踊
一
一
一
一
■
一
Ⅱ
幸

父
と
息
子
が
年
男
で
す
。
息
子
が
生
ま
れ
て
一
二
年
、
二
人
の
子
ど

も
の
こ
と
ば
か
り
を
気
に
か
け
て
、
両
親
の
こ
と
は
…
。

今
年
は
、
両
親
に
感
謝
の
手
紙
を
書
こ
う
。
ち
ょ
っ
と
愚
痴
も
加
え

て
。
忙
し
く
て
も
や
る
ぞ
。
う
ん
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
よ
り
は
出
来
る
は
ず
。

ス
ロ
ー
・
ベ
ー
ス
ス
ロ
ー
・
ラ
イ
フ
松
谷
美
也

昨
年
は
会
い
た
い
人
に
会
う
た
め
に
、
行
き
た
い
場
所
に
行
く
た
め

に
、
楽
し
く
も
忙
し
い
年
で
し
た
。
腰
痛
や
不
意
の
病
気
で
寝
込
ん
だ

り
も
し
ま
し
た
。

今
年
は
体
と
向
か
い
合
い
‐
人
と
向
か
い
合
い
、
少
し
ゆ
っ
く
り
生

活
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

日
本
一
鳥
居
誠
志

我
が
巨
人
軍
が
三
年
ぶ
り
に
日
本
一
に
な
り
ま
し
た
。
つ
い
で
に
ア
ジ

ア
シ
リ
ー
ズ
は
初
優
勝
と
今
年
は
強
さ
が
目
立
っ
た
シ
ー
ズ
ン
で
し
た
。

こ
こ
数
年
、
毎
年
一
度
は
東
京
ド
ー
ム
へ
観
戦
に
行
っ
て
い
ま
す
が
、
や

っ
ぱ
り
応
援
し
て
い
る
チ
ー
ム
が
勝
つ
の
は
う
れ
し
い
も
の
で
す
ね
。

一
肩
凝
誓
谷
患
謎

肩
が
凝
る
と
何
か
に
ぶ
ら
さ
が
り
た
く
な
り
ま
す
。
で
も
家
の
中
や

事
務
所
に
ぶ
ら
下
が
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
い
い
大
人
が
公
園

の
鉄
棒
に
た
だ
ぶ
ら
下
が
り
に
行
く
の
も
勇
気
が
い
る
の
で
、
昔
流
行

っ
た
「
ぶ
ら
さ
が
り
健
康
器
」
を
買
お
う
か
本
気
で
悩
ん
で
い
ま
す
。

て
い
る
の
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
江
戸
庶
民
文
化
の
真
髄
を
見
た
気
が

し
ま
し
た
。

【
〕




